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 パーキンソン病（Parkinson’s disease: PD）における認知症発生は一般人口の3倍であ
り、認知症の有無はPD患者の予後に大きく関与している。PD with dementia（PDD）と
レヴィ小体型認知症（Lewy body disease: DLB）はともに、老人斑や神経原繊維変化と
いったアルツハイマー病（Alzheimer’s disease: AD）病理を示す。Amyloid imaging with 
positron emission tomography（アミロイドPET）を用いた既報告によると、DLBではPDD
やPD-mild cognitive impairment（PD-MCI）よりアミロイド蓄積陽性率が高いと言われて
いる。しかし、PDDにおいて脳の amyloid（A）の蓄積がいつ始まり、どのように進行
するのかはいまだ不明である。 
 本研究ではアミロイドPETを用いて、認知症のないPD患者におけるA蓄積を検証し
た。Mini-Mental State Examination（MMSE）scores 26点以上の、33人のPD患者（平均年
齢：68.8歳±4.4）を対象とした。全ての被験者は、 [123I]metaiodobenzylguanidineの心筋
への著明な取り込み低下を認め、Lewy小体病理を持っていた。全ての被験者にMontreal 
Cognitive Assessment Japanese version（MoCA-J）を含む神経心理検査とPD症状の評
価、[18F]florbetaben（FBB）PETを行った。MoCA-Jによる評価では、21人は認知機能正
常、12人はPD-MCIであった。全ての被験者における皮質のFBB結合パターンは、APOE 
e4 キャリアの3名を含めて、A陰性だった。認知症のないPD患者に対するA陽性率は、
健常者と比べても極めて低くかった。 
 この結果は、PDDがAD病理を示すことやPD患者の約半数がPD発症から6年間のうちに
認知症を発症することと矛盾している。近年、シヌクレインがAトランスジェニックマ
ウスでの老人斑形成を妨げるという報告や、シヌクレイン存在下ではA繊維の形成は減
少するというin vitro での報告がある。また逆に、凝集したシヌクレインはcross-seed
し、タウの凝集を促進するという報告もある。これらの報告を参考に、本研究の結果か
らPDDの病理学的タイムコースをADの病理学的タイムコースと比較して考察した。PDに
おいてAの蓄積はADよりも遅く始まるが、タウの蓄積や認知機能障害はAの沈着が少
ない状態でも出現するか、もしくはAの沈着開始後は急速に出現する可能性がある。つ
まり、PDにおいて認知症のpreclinicalな期間は非常に短くなっていると考えられる。 
 今後、縦断的な画像研究と長期間の経過観察が必要ではあるが、本研究の結果はPDに
おけるA代謝を理解する新しい見識となる可能性がある。 
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